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グ
ア
テ
マ
ラ
と
い
う
国
名

を
聞
い
て
、
何
を
連

想
す
る
だ
ろ
う
か
。
「
メ
キ
シ
コ
の

南
に
あ
る
小
さ
な
国
々
の
１
つ
（
面

積
は
日
本
の
約
４
分
の
１
）
」、「
マ
ヤ

文
明
が
栄
華
を
誇
っ
た
地
域
で
、
現

在
も
マ
ヤ
系
の
先
住
民
が
多
い
（
１

３
０
０
万
人
の
国
民
の
約
半
分
が
先
住

民
）
」
、
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
先
住
民
女
性
が
い
る
（
リ
ゴ
ベ

ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ
ウ
氏
）」、「
日
本
で

も
売
ら
れ
る
香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
豆

の
産
地
で
あ
る
（
２
０
０
５
年
の
生

豆
輸
入
額
は
第
３
位
）
」
。
日
本
の
大

学
生
で
、
こ
の
う
ち
１
つ
で
も
知
っ

て
い
れ
ば
、
博
識
な
ほ
う
だ
ろ
う
。

逆
に
、
グ
ア
テ
マ
ラ
人
に
と
っ
て

も
日
本
は
遠
い
国
で
あ
る
。
こ
の
国

で
は
少
数
派
で
あ
る
中
産
層
以
上
の

間
で
も
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
ア
ジ
ア
の
豊
か
な
国
で
、
ト
ヨ
タ

の
乗
用
車
な
ど
優
れ
た
工
業
製
品
を

生
産
し
、
代
わ
り
に
自
分
た
ち
は
コ

ー
ヒ
ー
豆
を
輸
出
し
て
い
る
」
と
い

っ
た
も
の
で
あ
る
。

私
は
06
年
８
月
に
３
週
間
ほ

ど
、
グ
ア
テ
マ
ラ
を
代

表
す
る
大
学
の
１
つ
、
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
ラ
ン
デ
ィ
バ
ル
大
学
で
、
経
済

経
営
学
部
の
大
学
院
生
を
相
手
に
日

本
経
済
論
と
日
本
―
グ
ア
テ
マ
ラ
関

係
の
将
来
に
つ
い
て
論
じ
る
機
会
を

得
た
。
教
室
の
外
で
は
、
企
業
家
や

輸
出
振
興
団
体
の
職
員
の
前
で
講
演

を
し
た
り
、
新
聞
記
者

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
農

園
を
訪
れ
た
り
、
受
講

生
に
古
都
ア
ン
テ
ィ
グ

ア
を
案
内
さ
れ
た
り
、

と
現
地
の
人
び
と
と
交

流
し
た
。

在
グ
ア
テ
マ
ラ
日
本

大
使
館
に
よ
る
周
到
な

準
備
も
あ
り
、
05
年
度

に
始
ま
っ
た
本
派
遣
企

画
は
、
両
国
の
関
係
の

発
展
に
さ
さ
や
か
な
が

ら
貢
献
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
大
学
の
図
書

館
に
私
が
携
行
し
た
日
本
経
済
に
関

す
る
文
献
が
寄
贈
さ
れ
、
受
講
生
も

私
も
議
論
を
通
じ
て
お
互
い
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
受
講
生
は
み

な
仕
事
を
抱
え
つ
つ
も
知
識
の
向
上

に
励
ん
で
お
り
、
彼
ら
の
熱
意
と
柔

軟
な
発
想
に
希
望
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
。グ

ア
テ
マ
ラ
の
主
な
輸
出

品
で
あ
り
続
け
る
、

コ
ー
ヒ
ー
の
こ
と
に
触
れ
て
み
た
い
。

ラ
ン
デ
ィ
バ
ル
大
学
の
雑
誌
に
「
グ

コーヒーの実。赤く熟した実は一つひとつ手で摘んだあと、農園内の施
設で果肉を丁寧に取り除き、さらに重量等による選別を経た豆（種子）
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ア
テ
マ
ラ
・
コ
ー
ヒ
ー
と
日
本
市
場
」

に
つ
い
て
の
論
文
を
書
く
機
会
を
得

た
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
中
は
コ
ー
ヒ

ー
関
係
者
と
会
う
よ
う
努
め
た
。
グ

ア
テ
マ
ラ
全
国
コ
ー
ヒ
ー
協
会

（A
N

A
C

A
F

É

）
幹
部
と
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
品
質
管
理
や
輸
出
促
進
、

生
産
者
へ
の
情
報
提
供
と
い
っ
た
活

動
を
通
じ
て
同
協
会
が
、
ク
オ
リ
テ

ィ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
国
と
し
て
グ

ア
テ
マ
ラ
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
る

過
程
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
日
本
に
お

け
る
グ
ア
テ
マ
ラ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
最
近

の
躍
進
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
社
に
よ

る
「
グ
ア
テ
マ
ラ
高
級
豆
の
使
用
」

を
売
り
に
し
た
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
ヒ
ッ

ト
が
寄
与
し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
た

の
は
、A

N
A

C
A

F
É

と
サ
ン
ト
リ

ー
、
日
本
の
商
社
間
の
相
互
信
頼
と

協
力
で
あ
っ
た
。

日
本
に
豆
を
輸
出
し
て
い
る
２
つ

の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
訪
れ
た
こ
と
も
、

忘
れ
が
た
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
コ

ー
ヒ
ー
は
、
温
暖
で
起
伏
の
激
し
い

緑
豊
か
な
土
地
で
、
機
械
よ
り
も
人

力
に
頼
り
つ
つ
細
心
の
注
意
を
持
っ

て
、
栽
培
、
収
穫
、
選
別
さ
れ
る
。

グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
直
射
日
光
へ
の
過

剰
な
露
出
を
避
け
る
た
め
、
コ
ー
ヒ

ー
の
木
は
高
木
の
下
に
植
え
ら
れ
る

の
だ
が
、
こ
れ
も
、
お
茶
畑
の
よ
う

な
姿
を
想
像
し
て
い
た
私
に
は
驚
き

で
あ
っ
た
。
農
園
で
コ
ー
ヒ
ー
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
本
当
に

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
は
酸
味
や
苦

味
と
い
っ
た
単
純
な
物
差
し
で
表
わ

せ
る
も
の
で
は
な
く
、
複
雑
で
ま
ろ

や
か
で
あ
り
、
官
能
的
で
さ
え
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
コ
ー
ヒ
ー

を
通
じ
て
グ
ア
テ
マ

ラ
の
「
陰
の
」
部
分
も
垣
間
見
る
こ

と
に
な
っ
た
。
訪
れ
た
農
園
で
、
赤

く
熟
れ
た
実
の
手
摘
み
な
ど
の
農
作

業
に
従
事
す
る
の
は
、
そ
の
大
半
が

季
節
的
に
雇
わ
れ
る
農
業
労
働
者
で

あ
る
。
彼
ら
農
業
労
働
者
の
多
く
は

先
住
民
で
あ
る
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
す
し
詰
め
に
な
っ
て
移
動
す

る
先
住
民
と
農
園
の
所
有
者
、
大
学

に
通
う
中
産
層
ら
と
の
間
の
経
済
的

な
格
差
、
社
会
文
化
的
な
距
離
は
極

め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し

た
不
平
等
な
社
会
の
構
造
は
、
１
９

９
６
年
に
終
結
し
た
内
戦
の
背
景
を

な
し
た
。

グ
ア
テ
マ
ラ
の
抱
え
る
困
難
や
課

題
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
も
の
で
は

な
い
。
た
と
え
ば
、
厳
格
な
品
質
管

理
と
創
造
的
な
市
場
戦
略
に
裏
打
ち

さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
と
輸
出
の

拡
大
は
、
先
住
民
ら
小
生
産
者
組
合

の
能
力
改
善
（
先
述
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
に

も
彼
ら
の
作
っ
た
豆
が
含
ま
れ
て
い

る
）
、
教
育
の
普
及
等
の
社
会
開
発
、

非
農
業
の
雇
用
機
会
の
拡
大
と
い
っ

た
条
件
と
合
わ
さ
れ
ば
、
先
住
民
に

も
利
益
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
数
多
く
の
外
国

人
が
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
に
は
、
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
や
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
く

日
本
人
も
含
ま
れ
る
。
今
後
、
経
済
、

政
治
、
社
会
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面

で
、
日
本
と
グ
ア
テ
マ
ラ
の
交
流
が

深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。a
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